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1・2・3 麦刈り作業 5 月 26 日 

5・6 ネイチャーゲーム 5 月 26 日 

4 麦脱穀作業・ダンボールコンポスト作り 6 月 9 日 

13 竹イカダ作り・川遊び・川の生き物観察 7 月 7 日 

16・17 竹イカダで河川清掃活動 8 月 11 日 

8・10・12 海沖で海水汲み・塩作り 9 月 1 日 

9 畑づくり（開墾）・地区の方の畑で野菜収穫・野外炊飯 10 月 27 日 

7 麦の種撒き 11 月 17 日 

14・15 イチゴ狩り(松田農園さん)・イチゴで酵母づくり 1 月 19 日 

11・19・20 酪農体験（矢北さんちの牧場）・石臼で小麦挽き 2 月 23 日 

18・21・22 パン焼き・文集づくり・閉校式 3 月 9日・10 日 

 

い
の
ち
の
源
で
あ
る
食
の
生
産
が
、
利

益
を
追
い
求
め
る
結
果
、
化
学
肥
料
を
大

量
に
用
い
て
大
型
機
械
を
使
っ
て
い
る
現

在
は
、
季
節
と
自
然
に
調
和
し
て
い
た
昔

な
が
ら
の
農
業
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
畑
な
ど
で
採
れ
た
農
作
物
が
食

卓
ま
で
運
ば
れ
る
に
も
効
率
・
経
済
性
が

強
く
求
め
ら
れ
、
結
果
と
し
て
生
産
し
て

い
る
人
の
顔
、
つ
く
っ
て
い
る
様
子
が
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
加
工
や
調
理

し
た
食
べ
物
の
中
に
は
、
ど
こ
の
国
か
ら

入
っ
て
き
た
も
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
も

の
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
私
た
ち
は
、
季
節

や
地
域
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
食
べ
残
し
や
賞

味
期
限
切
れ
で
ゴ
ミ
と
な
り
捨
て
ら
れ
る

こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
量
の
ゴ

ミ
を
処
分
す
る
の
は
、
自
然
環
境
へ
悪
い

影
響
を
あ
た
え
ま
す
。 

ま
た
、
外
国
か
ら
輸
入
す
る
食
品
は
日

本
に
運
ぶ
た
め
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
く
で
作

ら
れ
た
食
べ
物
は
、
私
た
ち
の
食
卓
に
な

ら
ぶ
ま
で
に
運
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
ま
り

使
わ
ず
、
誰
が
つ
く
っ
た
も
の
な
の
か
も

わ
か
り
、
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
で
き
れ
ば
、
食
べ
残
さ
な
い
こ
と

が
い
い
の
で
す
が
、
食
べ
残
し
が
あ
っ
た

時
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
等
で
堆
肥
に
し
て
自

然
に
返
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

今
、
多
く
の
種
類
の
生
物
の
絶
滅
が
、

か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま

す
。
地
球
の
歴
史
の
中
で
６
度
目
の
大
量

絶
滅
の
危
機
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

過
去
の
生
物
の
大
量
絶
滅
は
、
地
球
環

境
が
大
き
く
変
わ
り
新
た
な
種
類
の
生
物

が
生
ま
れ
る
節
目
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
人
間
が
自
然
を
壊
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
物
の
住
む
場
所
が
無
く
な
り
生
態

系
が
壊
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
多
く
の

生
物
の
い
の
ち
を
み
ん
な
で
つ
な
い
で
い

こ
う
と
い
う
思
い
も
込
め
て
自
然
環
境
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

子
ど
も
の
森
理
事
長 

横
山 

謙
一 

19 20 22 21 
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以下の川あそび（ネイチャーゲーム）を通して自然
に触れ親しみました。 

①ジグソーストーン：普段気にとめない小石を観察
し集めて、カニ・エビ・魚などを作ります。 

②川の流れる音：川の中でしか聞くことができない
音を聞きます。 

③笹舟流し：川の流れを感じます。 

④宝物探し：川に住んでいる身近な生き物を見つけ
名前を覚えます。最後に生き物は川に返します。 

⑤あめんぼの旅：両手両足をあめんぼの様に広げ体
の力を抜くことで体が水に浮くことを知ります。 

川遊びが終ったら、参加者全員で昼食のそうめ
ん流しの準備をしました。釜戸でそうめんを湯で、
竹のお椀を作り、野菜を天ぷらにしました。 

 
川をたのしく親しもうは、今回で３年目（３回目）

となります。この活動は、ネイチャーゲームで、自
然をさまざまな感覚や心を通じて理解し、自然と自
分が一体であることを学び、川あそびをとおして自
然の豊かさを楽しみ、自然の大切さを学ぶ活動で
す。 

 オリエンテーションで、今回の目的と子どもの森
スタッフとフェニックス宮崎ネイチャーゲームの
会の紹介、そして記念撮影後に、川でのネイチャー
ゲームを五十鈴川で行ないました。また、川の生き
物の大切さ、きれいな水には森林が必要であること
等の話もありました。 

 

この体験型環境学習は、樹木の二酸化炭素吸収量

の学習、ドングリ苗木のポットづくり、ドングリを使

った工作を通して、自然の豊かさを楽しみ自然の大切

さを学ぶ活動です。 

 オリエンテーションの後、参加家族単位で、樹高測

定器・巻尺・ワークシートを持ってグランドへ。学舎

にある高木（３ｍ以上）４本の高さと幹回りを測りま

した。測った木は、イヌマキ・センダン・サクラ・ヤ

マモモの４本です。４本すべて測ったら、教室に戻り、

４本の二酸化炭素吸収量を計算しました。 

人間を含む動物が吐き出す二酸化炭素や人間の生

活や経済活動で排出する二酸化炭素を、再び酸素に戻

してくれる樹木を含み植物の大切さに気づき、物質的 

 

豊かさと便利な生活をしている私たちは、自然環境に

感謝しなくてはいけない大事にしなくてはいけない

ことを、感じてもらえました。 

ドングリ苗木作りでは、一人一種類のドングリを竹

ポットに蒔きました。最初にドングリクイズをして、

ドングリは横にして土に埋めることを覚えてもらい、

竹ポットにボラ土、腐葉土と順番に入れ、ドングリを

３個置き、土を１センチほど被せて完成です。 

苗木を２年ほど自宅で育ててもらい、森の学舎に持

ってきてもらうことになります。 

昼食は、皆であぶり焼きソーセージ作り・釜戸で炊

飯に挑戦しました。午後からは、いろんな自然の素材

を使って、ネイチャークラフトを楽しみました。 
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一般参加者が山菜収穫をしている間に、 

ローソングループの方々は竹林の整備です。 

竹の伐採での足場を確保するために、枯れて 

倒れている竹を竹棚に積んで行きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

”  

今回の植樹は、「スダジイ」「ヤマザクラ」の

計 21 本で、参加者一人一本ずつの植樹です。植樹

をしながらタケノコ掘りも一緒に行いました。急

斜面で竹の地下茎も多くあり、穴を掘るのも大変

でした。 

植樹が終わった後、山菜収穫について説明をし

てから、図鑑や道具を持って参加者各自が山菜を

収穫していきます。収穫した山菜は、名前をつけ

たプレートに並べて行き、それぞれの山菜の名前

を学習しました。そして、山菜料理で昼食となり

ます。釜戸で炊飯して、山菜の天ぷらやあえ物、

炒めものを参加者で手分けして調理しました。 

 

 

自然環境の大事さを見つめてもらうために、森の

学舎で植樹と山菜料理等で、春の自然を楽しみまし

た。晴天で暖かい一日で、参加者・スタッフ共に春

の自然が堪能できました。 

「植樹＆春を楽しもう」の中で実施した竹林伐採跡

への植樹活動は、これまでの竹伐採でできた空間で

今まで根付かなかった苗木の代わりの植樹です。ス

トレッチ体操と記念撮影が終わってから、参加者

は、それぞれ苗木と道具を持って竹伐採跡地に向か

いました。今回木を植える目印の添え竹の場所に植

樹を行いました。 

ṻ ₀Ω╒∕‚ ‍  
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ƞ ᶧ̱ NPOɵɚɧɱɄȡȠᶧ̱ Ʋ Ʋҥϐᶧ̱ ƲǤǵ̀  Ǔ֓қ׀

特定非営利活動法人子どもの森 協働創出市を主催し、宮崎県（生活・協働・男女参画課）と協働して事業を進めています。 

宮崎県（生活・協働・男女参画課） 協働創出市を委託し、子どもの森と協働して事業を進めています。 
 
■協働創出市に参加した団体の一覧です。                                   敬称略 

宮崎県難病相談支援センター 空と大地の会 

九州労働金庫 宮崎「橋の日」実行委員会 

特定非営利活動法人五ヶ瀬川流域ネットワーク さるなしの里 

特定非営利活動法人ささゆり 社会福祉法人門川社会福祉協議会 

日向市（市民協働課） 門川町子ども見守りネットワーク推進会議 

NPO 法人福祉支援協会ライフサークル わたしのふる里 宮崎 

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会（地域・ボランティア課） 延岡市精神保健福祉をすすめる会 

日本労働組合総連合会宮崎県連合会（連合宮崎） 宮崎防災士ネットワーク 

宮崎県（社会保健部長寿介護課） 全労済宮崎県本部 

特定非営利活動法人ひめしゃら倶楽部 宮崎県ネイチャーゲーム協会 

NPO 法人学校支援のべおかはげまし隊 フェニックス宮崎ネイチャーゲームの会 

宮崎ダンボールコンポストネットワーク県北支部 宮崎県（環境森林部環境森林課みやざき森林づくり推進室豊かな森林づくり担当／みやざき森づくりコミッション） 

門川町役場（総務課）（企画財政課） 宮崎県（工業支援課） 

特定非営利活動法人日向渚を守る会 延岡ひかりの会 

チャペル延岡 心のネットサークル 延岡市（市民協働・男女参画課） 

日向 轍の会 宮崎県社会福祉協議会長寿社会推進センター 

日向市男女共同参画社会づくり推進ルーム協議会「さんぴあ」 門川町観光協会 

 

～ 会場全体の様子 ～ 

想いを“かたち”に 

₴↓ǵӲϐҍї⁸ǲ֓қǞǭǋǦǧǋǦ˜ɴ ′
ḢɋɁɆɭɶȭǵῇ ǜȚƲȾɱɚɶɩȱɱɛȷ
ɆɋɁɆɭɶȭǵῇʤǜȚ ′ǜȚȏȑӲϐǵ˗͈
ǓǉȑȅǞǦƳ 

協働の事例発表 

http://www.pref.miyazaki.lg.jp/soshiki/kenmin/seikatsu-kyodo-danjo.html
http://www18.ocn.ne.jp/~m.nan-c
http://www.gokasegawa.com/
http://hpm.city.hyuga.miyazaki.jp/kyoudou/
http://www.wainet.ne.jp/~ishimaru
http://www.bura-vola.org/
http://www.town.kadogawa.lg.jp/
http://npohyuganagisa.blog.fc2.com/
http://www.city.nobeoka.miyazaki.jp/
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
・
民
間
企
業
が
そ
れ
ぞ

れ
の
主
体
性
、
自
発
性
の
も
と
に
お
互
い

の
立
場
や
特
性
を
認
識
・
尊
重
し
な
が
ら
、

共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
協
力
・

強
調
す
る
こ
と
。 

 

ɚ
ɧ
ɱ
Ʉ

Ƞ

̔

Ǥ
Ǟ
ǭ
ɵ
ɵ
ɵ

Ǟ
ǋ
Џ
В
ǵ

ǋ

 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（N

o
n
P
r
o
fi
t
Or
g
an
ai
z
a
ti
o
n

）

と
は
、
民
間
の
非
営
利
組
織
で
す
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
定
義
は
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
県
で
は
、
法
人
格
を
持
つ
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
及
び
法

人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
そ

の
他
の
市
民
活
動
団

体
等
と
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
社
会
的
な
使
命

感
を
持
ち
、
新
た
な

公
共
の
担
い
手
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

※
「
非
営
利
」
と
は
、

収
益
活
動
を
行
っ
て
は
い
け
な
い
（
儲
け
て
は

い
け
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
収
益
を

団
体
の
構
成
員
に
分
配
を
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。 

※
自
治
会
、
自
治
公
民
会
、
婦
人
会
な
ど

の
地
縁
団
体
も
、
公
益
の
活
動
を
行
う
場

合
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
含
ま
れ
ま
す
。 

 
あ
な
た
に
も
で
き
る
！
協
働 

★
農
家
が
「
食
」
の
安
全
を
提
案 

★
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
交
通
安
全
啓
発 

★
薬
局
が
介
護
予
防
も 

★
書
籍
店
で
読
み
聞
か
せ 

★
宅
配
の
つ
い
で
に
高
齢
者
の
見
守
り 

★
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
つ
い
で
に
道
路
も 

き
れ
い
に 

 

★
居
酒
屋
が
町
の
集
会
場 

★
犬
の
散
歩
で
見
守
り
活
動 

そ
の
他
に
も
ア
イ
デ
ア
し
だ
い
で
協
働
の

輪
は
広
が
り
ま
す
！  

Ӳ
ϐ

 

・
協
働
す
る
と
、
ど
ん
な
良
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？ 

 

厳
し
い
社
会
情
勢
が
続
く
昨
今
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
行
政
、
民
間
企
業
の
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
汗
や
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
想
い
を
か
た
ち

に
す
る
こ
と
が
で
き
明
る
い
未
来
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

・
協
働
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す

か
？ 

 

協
働
創
出
市
で
、
地
域
社
会
を
よ
く
し

た
い
想
い
を
話
し
同
じ
想
い
を
持
っ
て
い

る
相
手
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
協

働
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
み
つ
か
り
ま
す
。 

（
「
宮
崎
県
と
コ
ラ
ボ
し
よ
！
」 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
） 

 

  コラボシスターズ（協働イメージキャラクター） 

   

コラボ鏡ちゃん 

協働で必要な機

動性をイメージ

しています。 

コラボ玉ちゃん 

協働で必要な柔

軟性をイメージ

しています。 

コラボ剣ちゃん 

協働で必要な先

駆性をイメージ

しています。 

ἧǰȉǵ ǯὟῴ ǵӲϐǲǫǋǭ 

 Ǥȓǥȓǵᶧ̱Ӵ ǮǶƲǤǵ ǋș◐ǲǠȒǚǯǵ ǞǜșƲ8 ₴ ǵἧǰȉ

ǵ ǵ Ҳș Ǟǭ ǟǭǋȅǞǦƳʝ Ʋ̔ ȋ̀ǵᶧ̱ǯӲϐǞ ҲǞǦ ǲ

ǶƲὦ ǲ◐ǲǱǪǭǋǖὕ ǓǉȑȅǞǦƳ 

 ֿǟ ǋș ǫȉǵֿṲǓʝ ǲǱǪǭ Ҳȋ˗ ș Ȉǭ ǖǚǯǓƲ᷂ Ḣǵ

ᵂ ǲǯǪǭ ҧǱ ǮǉȑƲὟῴ ǵỖ ˗ ǮǉȒƼӲϐᵀ ̝ σ˗

ƽǓƲἧǰȉǵ ǵ ǟǭǋȒӲϐș᷂ḢǲⅎǙȒǚǯǓǮǔȒ˗ ǮǉȒǚǯ

ǒȐƲἧǰȉǵ ǮὟῴ ɵӲϐɵ ặ֓ ǯӲϐǞǭƼӲϐᵀ ̝ƽș

σǞǭǋȅǠƳ˹₴↓Ǯ ᶥ ǵ σǯǱȑȅǠƳ    ht tp://kyo udo u.info/  

商談会の様子 
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手
入
れ
が
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て

い
る
竹
林
を
、
子
ど
も
が
入
り

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
広
葉
樹

の
林
に
再
生
し
、
人
や
動
植
物

に
や
さ
し
い
自
然
環
境
と
水

源
か
ん
養
や
災
害
の
防
止
な

ど
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維

持
増
進
を
図
る
た
め
に
、
平
成

21
年
度
か
ら
継
続
し
て
竹
の

伐
採
を
続
け
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
に
伐
採
し
た
竹
林
の
面
積

は
約
０
．
０
５
ｈ
ａ
で
、
伐
採
竹
は
、
粉
砕
機

で
チ
ッ
プ
に
し
て
堆
肥
作
り
を
兼
ね
て
森
の
学

舎
グ
ラ
ン
ド
の
一
部
に
散
布
し
ま
し
た
。ま
た
、

伐
採
し
た
竹
で
棚
を
作
り
、
棚
に
倒
竹
や
竹
笹

部
分
等
を
積
ん
で
い
ま
す
。 

そ
の
他
に
、
四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ

ス
ク
ー
ル
で
の
竹
イ
カ
ダ
、
今
年
度
か
ら
販
売

予
定
し
て
い
る
竹
炭
・
竹
チ
ッ
プ
・
竹
パ
ウ
ダ

ー
に
も
伐
採
し
た
竹
を
活
用
し
ま
す
。 

            

   

平
成
25
年
３
月
30
日
は
「
春
を
た
の
し
も

う
」
と
同
時
開
催
に
よ
り
26
人
の
参
加
が
あ
り
、

平
成
21
年
度
に
竹
を
伐
採
し
広
葉
樹
の
植
樹

を
し
た
空
間
に
広
葉
樹
を
捕
植
樹
し
ま
し
た
。

企
業
（
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
社
員
、
近

隣
の
ロ
ー
ソ
ン
店
舗
の
店
長
と

従
業
員
の
方
々
）
の
参
加
が
９

名
あ
り
ま
し
た
。 

・
助
成
等
：
国
土
緑
化
推

進
機
構
特
定
公
募
事
業

（
ロ
ー
ソ
ン
緑
の
募
金
事
業
） 

  

 

 

 

                     

 ■
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
へ
の
補
植 

２
０
１
３
年
３
月
23
日 

 

門
川
高
校
に
８
時
集
合
し
て
、
参
加
す
る
高

校
生
全
員
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
９
人
乗
り
ワ

ゴ
ン
車
２
台
に
分
乗
し
て
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
に

出
発
し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
、
２
年
生

が
８
名
、
１
年
生
が
６
名
、
引
率
の
先
生
１
名

の
計
15
人
で
、
寒
く
な
く
雨
も
降
ら
ず
絶
好
の

森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
和
で
し
た
。 

 

二
人
一
組
と
な
り
、
手
鎌
と
山
鍬
、
添
え
竹

２
本
と
苗
木
を
２
本
持
っ
て
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森

上
部
へ
登
り
枯
草
を
刈
り
植
穴
を
掘
り
苗
木
を

植
え
て
行
き
ま
す
。
今
回
植
え
た
木
は
、
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
と
イ
チ
イ
ガ
シ
の
二
種
類
で
、
一
人
一

本
ず
つ
を
植
樹
し
ま
し

た
。 

 

補
植
が
終
わ
る
と
Ｇ

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
近
く
の

沢
で
道
具
を
洗
っ
て
か

ら
、
森
の
学
舎
へ
移
動
し

ま
し
た
。 

 

補
植
後
の
お
楽
し
み
は
、
豚
汁
、

か
ま
ど
炊
飯
の
ご
飯
、
石
窯
で
焼
く

ピ
ザ
で
す
。
高
校
生
が
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
に

か
か
り
ま
し
た
。 

 

か
ま
ど
炊
飯
の
お
こ
げ
を
好
ん

で
食
べ
、
美
味
し
く
焼
き
あ
げ
た
ピ

ザ
を
食
べ
、
豚
汁
を
お
か
わ
り
し
て
、

お
腹
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
生

皆
大
満
足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

お
昼
を
ゆ
っ
く
り
た
っ
ぷ
り
食
べ
、
予
定
よ

り
30
分
早
く
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
今
日
植
樹

し
た
苗
木
を
育
て
る
た
め
に
、
初
夏
に
下
草
刈

り
を
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
再
び
ワ
ゴ
ン
車

２
台
に
分
乗
し
て
門
川
高
校
へ
の
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。 

 
 

 

 

【 

森
づ
く
り
活
動 

】 

延
べ
実
施
日
数
８
日
間 

延
べ
参
加
人
数
74
人 

 

森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

Ể  
 

ʝ ἧ
Њ
ⅎ П

 

 

■実施日 2012 年度 

6 月 30 日 

7 月 1 日 

7 月 11 日 

1 月 26 日 

1 月 27 日 

3 月 2 日 

3 月 30 日 

 

 ‍
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„᾿ —ῼ⁯”‍

‼‚  ⁵‴ ῀ 

 



[9] 

 

 

 9 00    

 9 20  
  
                    

 11 30  
   
                   

 13 00  
  

             

    

成迫平五郎先生の植物観察 髙木正博先生の講義 
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2013  

3 24  
 

環
境
問
題
へ
の
取
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る

森
づ
く
り
活
動
に
継
続
し
て
参
加
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
、
森
づ
く
り
活
動
を
自
ら
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
リ
ー
ダ
ー
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
育
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
今
回
が
５
年

目
（
５
度
目
）
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

 ◆
森
づ
く
り
の
た
め
の
森
林
生
態
学 

 

髙
木
先
生
に
よ
る
森
林
生
態
学
は
、
森
林

の
種
類
、
樹
木
の
特
徴
、
森
林
の
種
類
、
森

林
の
持
つ
多
様
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
講
義

で
し
た
。
ま
た
、
森
林
を
育
て
る
技
術
、
遺

伝
的
攪
乱
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
地
域
に
あ

る
樹
木
で
、
適
地
適
木
と
し
た
施
業
体
系
の

森
づ
く
り
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
森
林

の
も
つ
多
面
的
機
能
を
同
時
に
発
揮
で
き
る

よ
う
な
森
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
と

思
い
ま
し
た
。 

 

◆
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介 

 

県
内
の
森
づ
く
り
団
体
が
、
ど
の
よ
う
な

森
づ
く
り
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
森
林

な
ど
を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
環
境
学
習

を
し
て
い
る
か
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

◆
県
北
の
森
林
と
自
然
保
護 

樹
木
・
植
物
観
察 

 

森
の
学
舎
周
辺
を
散
策
し
て
、
講
師
の
成

迫
先
生
か
ら
植
物
の
名
前
や
特
徴
な
ど
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                                          

        

森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

２
０
１
２
年
11
月
25
日 

              

場
所
：
宮
崎
県
立
図
書
館
２
階
研
修
ホ
ー
ル 

事
例
発
表
：
高
千
穂
森
の
会
、
ロ
キ
シ
ー
ヒ
ル
の
会 

講
演
：
昆
虫
の
目
で
み
る
自
然
（
昆
虫
写
真

家
の
新
開
孝
さ
ん
） 

「
み
や
ざ
き
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

議
会
」
主
催
の
森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

豊
か
な
森
を
守
る
こ
と
は
、
生
態
系
の
豊

か
さ
も
つ
く
り
だ
し
多
種
多
様
な
生
物
を

育
む
こ
と
に
な
る
こ
と
を
、
新
開
さ
ん
の
講

演
を
聴
い
て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
新
開
孝

さ
ん
の
著
書
に
は
、
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
観
察
事
典
、

珍
虫
の
愛
虫
記
、
里
山
大
百
科
（
共
著
）
、

カ
メ
ム
シ
観
察
事
典
、
里
山
昆
虫
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、
虫
の
飼
い
か
た
・
さ
が
し
か
た
（
共

著
）
、
里
山
蝶
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
虫
た
ち
の

ふ
し
ぎ
等
が
あ
り
ま
す
。 

 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
及
び
造
林
鎌
、
腰
ナ
タ
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会 ２

０
１
２
年
９
月
９
日 

み
や
ざ
き
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議

会
の
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
及
び
造
林
鎌
、
腰
ナ

タ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会
」
が
ロ
キ
シ
ー

ヒ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

10
時
～ 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
及
び
造
林
鎌
、
腰
ナ
タ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

講
師
：
貴
船
吉
見
さ
ん
（
西
都
市
・
元
営
林
署
職
員
） 

 

チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
に
つ
い
て
、
新
し
い

知
識
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歯
先

は
、
チ
ェ
ー
ン
と
90
度
に
、
広
葉
樹
な
ど
の

固
い
木
を
切
る
時
は
歯
を
鋭
角
に
し
な
い
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
追
い
口
の
作
り
方
が
日

本
と
は
逆
で
あ
る
、
水
な
し
で
の
砥
石
の
使

い
方
等
な
ど
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
講
習
会

等
で
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
す
が
現
場
で
の
叩
き
上
げ
の
貴
船
さ

ん
で
す
。 

13
時
～ 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
・
体
験 

 

講
師
：
田
中
佑
樹
さ
ん
（
鹿
児
島
県
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
季
の
会
） 

 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
で
は
、
製
材
な
ど

に
向
か
な
い
市
場
価
値
が
な
い
た
め
山
に

放
置
さ
れ
る
木
を
使
い
ま
す
。
今
回
の
杉
丸

太
も
山
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
二
股
に
分
か

れ
た
部
分
で
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用

し
て
木
彫
刻
を
行
い
、
木
を
無
駄
に
し
な
い

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
取
り
組
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。 

体
験
で
は
、
背
も
た
れ
付
き

の
椅
子
を
作
り
ま
し
た
。 
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『
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
」 

無
料
上
映
会 

２
０
１
２
年
９
月
８
日 

 

森
の
学
舎
で
、
宮
崎
県
リ
レ
ー
上

映
会
実
行
委
員
会
（
古
田
栄
子
代
表
）

に
よ
り
「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
」
無

料
リ
レ
ー
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

現
在
も
な
お
大
き
な
爪
痕
を
残
す

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
を
き
っ

か
け
に
、
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
住
民
運
動
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
住
民
に
よ
る
電
力

供
給
会
社
を
作
り
あ
げ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。
原
発
を
無
く

し
安
全
な
社
会
を
子
ど
も
た
ち
に
残

す
た
め
に
立
ち
上
が
り
、
安
全
で
な

い
電
力
を
生
産
し
供
給
し
て
得
益
を

あ
げ
て
い
る
企
業
と
、
住
民
に
よ
る

電
力
供
給
に
難
色
を
し
め
す
政
治
行

政
に
、
10
年
間
挑
み
続
け
た
記
録
映

画
で
す
。 

 

ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
は
弱
い
け
ど

皆
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
想
い
が

実
現
で
き
る
こ
と
を
、
こ
の
映
画
を

観
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

            

 

短
歌
の
会 ２

０
１
２
年
12
月
８
日 

 

              

森
の
学
舎
施
設
開
放
で
、
門
川
短

歌
に
親
し
む
会
主
催
で
川
村
節
子
さ

ん
を
招
い
た
短
歌
講
座
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
事
前
に
短

歌
を
作
っ
て
き
て
、
他
の
人
の
短
歌

を
読
み
批
評
を
お
こ
な
い
、
最
後
に

作
者
が
短
歌
の
意
味
を
発
表
す
る
流

れ
で
し
た
。
約
２
時
間
30
分
の
短
歌

の
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
食
事
の
会

が
２
時
間
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
森
の
学
舎
を
気
に
入
っ
て
く

れ
た
よ
う
で
し
た
。 

      

   
 

 
 

   
 

  
 

ἶ  
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２
０
１
２
全
国
廃
校
活
用
現
地

セ
ミ
ナ
ー
（
九
州
地
区
）
in
熊
本 

２
０
１
２
年
６
月
14
日
・
15
日 

主
催
：
財
団
法
人
都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構 

（
ま
ち
む
ら
交
流
き
こ
う
） 

廃
校
な
っ
た
小
中
学
校
を
再
生
可

能
な
貴
重
な
地
域
財
産
と
し
て
捉
え
、

様
々
な
形
で
有
効
活
用
を
考
え
る
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
に
は
、
現
に
廃
校
を
活
用
し
て

い
る
団
体
や
こ
れ
か
ら
活
用
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
会
社
、
民
間
団
体
、

行
政
の
約
４
０
人
が
参
加
し
、
横
山

純
子
理
事
は
、
講
師
と
し
て
一
日
目

に
廃
校
活
用
事
例
の
報
告
お
こ
な
い

ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
ま
ち
む
ら
交
流
き
こ

う
の
畠
山
さ
ん
か
ら
「
全
国
に
お
け

る
廃
校
活
用
の
動
向
と
事
例
紹
介
」

が
あ
り
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
会
で

は
、
参
加
者
の
質
問
に
、
子
ど
も
の

森
で
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日
目

の
夜
は
、
懇
談
・
交
流
会
も
あ
り
「
き

く
ち
ふ
る
さ
と
交
流
館
」
の
皆
さ
ん

が
準
備
し
て
く
れ
た
お
い
し
い
料
理

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
次
会
で
は
、

徳
野
先
生
の
特
別
講
義
も
あ
り
、
先

生
の
久
し
ぶ
り
の
パ
ワ
フ
ル
な
お
話

に
引
き
込
ま
れ
楽
し
い
夜
と
な
り
ま

し
た
。 

 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
た
く
さ
ん
の

方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、

様
々
な
活
動
に
刺
激
を
受
け
て
、
今

後
も
子
ど
も
の
森
の
活
動
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
使
命
感
（
環
境
を
守
る

続
け
る
）
を
持
っ
て
取
組
む
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。
ま
た
、
な
み
の
高

原
や
す
ら
ぎ
交
流
館
館
長
の
望
月
さ

ん
、
久
木
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
愛

林
館
館
長
の
沢
畑
さ
ん
、
そ
し
て
、

熊
本
大
学
の
徳
野
先
生
と
の
嬉
し
い

再
会
も
あ
り
ま
し
た
。 

  

 九
州
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
で
の

活
動
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン 

２
０
１
２
年
11
月
18
日 

 

九
州
内
県
単
位
で
持
ち
回
り
開

催
し
て
い
る
「
第
９
回
九
州
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
in
宮
崎
」
２
日
目

の
第
１
分
科
会
で
、
子
ど
も
の
森
の

活
動
発
表
と
引
き
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
、
横
山
理
事
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

①
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
団
体
の
資
金
確

保
に
つ
い
て
、
②
林
業
生
き
残
り
に

つ
い
て
、
③
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認

定
に
至
る
経
過
、
森
林
の
有
害
鳥
獣

駆
除
、
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
。
各
団
体
や
個
人
の
想

い
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
大
変
有

意
義
で
し
た
。 

 

                

                 

シ
ニ
ア
・
団
塊
世
代
応
援
フ
ェ
ア

in
延
岡 

２
０
１
３
年
１
月
13
日 

主
催
：
宮
崎
県
長
寿
介
護
課
・
宮
崎
県
社

会
福
祉
協
議
会 

会
場
：
キ
ャ
ト
ル
セ
ゾ
ン
・
マ
ツ
イ 

 

高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
生

か
し
て
多
様
な
分
野
で
社
会
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
自
身
の
い
き
が

い
・
健
康
づ
く
り
は
も
と
よ
り
、
地
域
・

社
会
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
団

塊
世
代
で
い
き
い
き
と
活
動
を
さ
れ
て

い
る
俳
優
の
岡
本
信
人
氏
の
講
演
や
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
、
地
域
活
動
団
体
の
紹
介

（
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
の
森
は
、
地
域
活
動
団
体
の

一
つ
と
し
て
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
森
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
７
人
の

方
が
お
み
え
に
な
り
、
子
ど
も
の
森
の
活

動
説
明
と
質
疑
応
答
等
を
行
い
ま
し
た
。

団
塊
世
代
で
あ
る
シ
ニ
ア
の
方
々
が
、
地

域
団
体
の
活
動
に
参
加
し
、
そ
の
人
生
経

験
や
知
識
・
技
能
を
活
か
す
こ
と
で
、
地

域
貢
献
に
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
願
い
ま
し
た
。 

                   

◇
わ
ぃ
Ｗ
ａ
ｉ
Ｔ
Ｖ 

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル 

開
校
式
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム 

２
０
１
２
年
５
月
29
日

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル 

パ
ン
焼
き
と
閉
校 

２
０
１
３
年
３
月
９
日
、
10
日 

植
樹
＆
春
を
楽
し
も
う 

 
 

 
 

２
０
１
３
年
３
月
30
日 

川
を
た
の
し
く
親
し
も
う 

２
０
１
２
年
７
月
29
日 

 

◇
宮
崎
日
々
新
聞
社 

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル 

探
検
気
分
で
自
然
を
満
喫 

２
０
１
２
年
６
月
１
日
付
20
面 

 

◇
環
境
み
や
ざ
き
推
進
協
議
会 

ｅ
ｃ
ｏ
み
や
ざ
き
Ｎ
ｏ
85 

 

２
０
１
２
年
秋
号
付
５
、
６
面 

足踏み脱穀機 

昭和 20年代のモノと思われる足ふみ脱穀機（右

側）は、シロアリで傷んだ木枠２本と踏板を交

換しました。昭和初期（左側）のモノと思われ

る足ふむ脱穀機は、修理ではなく復元作業とな

りました。木枠は１本しか使えず木枠全てを作

り直し、ボルト類もすべて交換しました。 
 

■足踏式脱穀機( 明治末期～昭和初期) 明治末期頃に

開発された足踏脱穀は、当時としては性能の良い機械

として各農家に広く普及し、稲の脱穀は勿論、麦、大

豆、そば等の脱穀に広く使用された。 
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10

10

19

 

15

 

 

 

＊
宮
崎
県
森
林
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
（
宮
崎
県
森
林
環
境
税
） 

 
 

妖
精
の
森
の
竹
伐
採
（
竹
林
の
整
備
）
、
高
校
生
と
の
五
感
の
森 

補
植
作
業
へ
の
助
成
、
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
森
林 

環
境
セ
ミ
ナ
ー
）
へ
の
一
部
助
成 

 

＊
緑
の
募
金
特
定
公
募
事
業
（
国
土
緑
化
推
進
機
構
緑
） 

 
 

妖
精
の
森
の
竹
伐
採
（
竹
林
の
整
備
） 

 

＊
協
働
商
談
会
開
催
事
業
委
託
費
（
宮
崎
県
生
活
・
協
働
・
男
女
参
画
課
） 

 
 

協
働
商
談
会
（
協
働
創
出
市
２
０
１
２
）
の
開
催
に
係
る
委
託
費 

 

＊
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
子
ど
も
ゆ
め
基
金 

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル 

川
を
た
の
し
く
親
し
も
う 

森
で
過
ご
そ
う
森
に
学
ぼ
う 

  

Ш

 
             

 
 

 
 

15

cm

20

cm

 

cm

 
 

 

＊
イ
オ
ン
黄
色
い
レ
シ
ー
ト 

イ
オ
ン
各
店
で
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
箱
に

投
函
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
金
額
の
１
％
相
当
額
の
物
品
が
活
動

全
般
に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。 

 

＊
ろ
う
き
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
寄
付 

 

労
働
金
庫
の
預
金
者
の
方
が
応
援
し
た
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
、
希
望
す
る
金
額
を
、
希
望
す
る
日
に
、
預
金
者
に
代
わ

っ
て
預
金
口
座
か
ら
寄
付
団
体
の
口
座
に
自
動
振
替
す
る
制

度
で
す
。
１
回
の
寄
付
額
は
、
１
０
０
円
以
上
（
１
０
０
円

単
位
）
で
す
。
４
件
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

＊
個
人
に
よ
る
寄
附 

 

小
森 

様
（
宮
崎
市
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平成 24 年度活動への助成・寄附等の報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                            ‚ ῴ‍₪⅓≤”ⅎ└₧≥Ό͔ 

 

 

 

 

 

 

 
平成 25 年 4 月撮影（門川町） 
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月 予定/実施日 活 動 名 場 所 

４ 

２１（日） 竹林整備 妖精の森 

２７（土） 森の学舎の施設整備 森の学舎 

２８（日） 竹林整備 妖精の森 

５ 

4/30( 火) ・5/1( 水)  
2(木) ・3(祝) ・4(祝) ・5(祝)  

森の学舎の施設整備 森の学舎 

６（振） 総会 森の学舎 

１８（土） ｅｃｏスクール 森の学舎 

１９（日） ｅｃｏスクール準備 森の学舎 

２５（土） ｅｃｏスクール 森の学舎 

２６（日） 竹林整備 妖精の森 

６ 

１（土） ｅｃｏスクール準備 森の学舎 

１５（土） 高校生との森づくり ＧＯＣＡＮの森 

１６（日） みやざき森づくりボランティア協議会総会 環の会（串間市） 

２３（土） 森の学舎の施設整備 森の学舎と五十鈴川 

２９（土） ｅｃｏスクール 森の学舎 

７ 

７（日） 竹林整備 妖精の森 

１３（土） ｅｃｏスクール準備 森の学舎と五十鈴川 

２０（土） ｅｃｏスクール 森の学舎と五十鈴川 

２１（日） 川をたのしく親しもう準備 森の学舎と五十鈴川 

２８（日） 川をたのしく親しもう 森の学舎と五十鈴川 

８ 
１１（日） ｅｃｏスクール準備 森の学舎、浜辺 

２４（土） ｅｃｏスクール 日向灘、浜辺 

９ 

８（日） 竹林整備 妖精の森 

１５（日） エコフェスタと森のコンサート 森の学舎 

２１（土） ｅｃｏスクール 森の学舎 

２９（日） 竹林整備 妖精の森 

10 

６（日） ほだ木起こし 森の学舎ほだ場 

２０（日） ｅｃｏスクール準備 森の学舎麦畑 

２６（土） ｅｃｏスクール 森の学舎 

11 

１０（日） ｅｃｏスクール準備 森の学舎麦畑 

１６（土） ｅｃｏスクール 森の学舎麦畑 

２４（日） 竹林整備 妖精の森 

２７（水） 協働創出市 未定 

12 ８（日） 竹林整備 妖精の森 

１ 
１８（土） ｅｃｏスクール 矢北牧場、森の学舎 

２６（日） 竹林整備 妖精の森 

２ 

１１（祝） 黄色いレシートキャンペーン イオングーループ店 

１５（土） ｅｃｏスクール 松田農園、森の学舎 

２３（日） 竹林整備 妖精の森 

３ 

１（土）・２（日） ｅｃｏスクール 森の学舎 

９（日） 竹林整備 妖精の森 

３０（日） 森林環境セミナー 森の学舎 

４ 

６（日） 春をたのしもう 森の学舎と周辺 

２０（日） 竹林整備 妖精の森 

２７（日） 平成２６年度総会 森の学舎 

 


